
都立公園のバタフライガーデン

チョウの庭がある公園を目指して

(公財)東京都公園協会

オナガアゲハ



(公財)東京都公園協会（以下、「公園協会」）が指定管理者として管理する都立公園には、スポーツ施設、花壇、池、樹林といっ

た様々な環境があります。その中でも、花壇は来園者の方々に花の観賞スポットとして親しまれています。そんな花壇は人だけ

でなく、自然の中で暮らす生きものにとっても大切な環境です。特にチョウにとっては、花の蜜を吸いに来たり、幼虫たちが育

つために必要な食べものがある場所です。

そこで公園協会では、いくつかの公園・霊園において公園で見られるチョウが飛来し、生息・休息できる環境づくりの一環とし

て花壇を活用し、チョウの庭がある都立公園を目指した “バタフライガーデン”の取組を行っています。

オナガアゲハ

■バタフライガーデンってどんな取組？

バタフライガーデンができるまで

➀園内の花壇等に、チョウが好む植物を植栽 ➁季節・チョウに合わせて植栽を変更 ➂リーフレットや観察会で取組を紹介



石神井公園

大泉中央公園 雑司ケ谷霊園

東村山中央公園
汐入公園

武蔵野の森公園

■バタフライガーデンに取組む公園

令和5年度までに、バタフライガーデンの取組を行っているのは、石神井公園、大泉中央公園、汐入公園、東村山

中央公園、武蔵野の森公園、雑司ヶ谷霊園の５公園・１霊園です。それぞれの取組を紹介します。

都立公園位置図：都立公園制度制定１５０周年記念サイトより（一部編集）



バタフライガーデンへリニューア
ル

ミツガシワイチモンジチョウ
区部絶滅危惧ⅠA類
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ダイミョウセセリ

■石神井公園のバタフライガーデン
石神井公園では、「蝶々園」と名付けて、取組を行っています。
２０２１年より、加藤正世博士の約90年前のチョウに関するデータや、スタッフ、ボランティア団体等が持つ現在の
チョウに関するデータを参考に、蝶々園に訪れる可能性のあるチョウを推測しました。また、飛来するであろう
チョウに合わせて、それらの幼虫の食草から対象の植物を決定し、現地に植栽しました。合わせて、蝶々園を使った
普及啓発のイベント等も実施しています。

蝶々園

ダイミョウセセリ
区部絶滅危惧Ⅱ類

ジャコウアゲハ

近隣施設での展示 観察会 センターでの生体展示



■大泉中央公園のバタフライガーデン
大泉中央公園の「ちょうの里」は、主にファミリー層を対象とした参加型のバタフライガーデンです。
入口のコミュニケーションボードには、どこで何の植物・チョウが見られるか図解した手描きの「ちょうの里たんけんMAP｣
やスタッフの顔写真、「〇〇のチョウを見つけてみよう」等の月替わりの来園者参加型企画を掲示し、来園者が自らチョウの
成虫幼虫を発見して楽しむための工夫を凝らしています。また、2021年度からは生き物観察会を毎月2～4回継続して実
施することにより、チョウをはじめ昆虫全般に興味を持ってもらうきっかけづくりを積極的に行っています。

ちょうの里

月替わりの来園者参加型企画(例)コミュニケーションボード ジャコウアゲハの幼虫食草の解説サイン



■汐入公園のバタフライガーデン

汐入公園では、ハーブガーデンを活用して普及啓発に取組んでいます。具体的には、ハーブガーデンに飛来する

チョウについて来園者向けに「ハーブが育む生きもの」の一例として、チョウの観察を行っています。

こどもたちは、本物の幼虫に触れながら、生きものの命について知ることが出来ました。

観察会

観察会



東村山市特徴

・北西に西武ゆうえんち、多摩湖、

・志村けんの木、銅像

■東村山中央公園のバタフライガーデン
東村山中央公園では、サービスセンターの横にバタフライガーデンが
あります。近くにはバードサンクチュアリもあり、チョウが2箇所を行き
来しています。バタフライガーデンのお花は、ボランティアの方々とも
協力しながら維持管理を行っています。サービスセンターではリーフ
レットを作成し、来園者の方々にチョウについて知っていただく機会
を提供しています。

バタフライガーデン

飛来したアサギマダラ

ジャコウアゲハの幼虫



■武蔵野の森公園のバタフライガーデン

武蔵野の森公園では、園内の一部の花壇を活用してバタフライガーデンの取組を行っています。

花壇の中には様々な植物が植えられており、これらの花の蜜を狙ってチョウが日々飛来しています。

サービスセンターではチョウだけに限らず、修景池に飛来する鳥、園内で観察できる昆虫についてのクイズラリーを

作成・展示するなど、生きものを知ることが出来るよう工夫しながら取組を進めています。



バタフライガーデンマップ案内

■雑司ケ谷霊園のバタフライガーデン
雑司ケ谷霊園では、管理所周辺の花壇を使ってバタフライガーデンに取組んでいます。
花壇の中では、アゲハ蝶の幼虫が見られたり、モンシロチョウの仲間が確認されるなど、成虫から幼虫まで様々な
チョウが確認されています。また、観察されたチョウの写真を管理所で貼りだしたり、観察時期を色で分けたシー
ルを来園者の方に貼っていただくなどして観察情報の収集も行っています。
2024年は、雑司ケ谷霊園で見ることができるかもしれないチョウの観察ガイドを配布しています。

チョウの観察ガイド管理所の展示



これまでの各公園による取組を、今後は更に公園間でも連携していきます。

＜連携の例＞

・蜜源植物、食草等の情報交換

・蜜源や食草として植栽した植物の種の採取・交換

■これからの取組について

植物の種の採取 花苗や食草育成 植物交換

過去のポスト「＃チョウの庭がある都立公園」

来園いただいた際にはぜひ、足を運んでみてくださいね！

詳しくは、「#チョウの庭がある都立公園」で検索！
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